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人と人とがつながるまちづくり

安全・安心を実感できるまちづくり

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり

活気に満ちた魅力あふれるまちづくり

区民に信頼され親しまれる区役所づくり

区民の皆様、関係機関と区役所が
連携し、地域ニーズをきめ細かく把握
しながら課題解決に取り組みます。
そのためにもコロナ禍においても工夫

しながら、地域との緊密な関係づくり
や、区役所内や関係機関との情報
共有を積極的に行います。

お客様の立場や気持ちに寄り添い
ながら、おもてなしの心でお客様をお
迎えします。

業務に当たっては個人情報の適切
な管理など、コンプライアンス意識を
高く持ち、正確かつ迅速な窓口サー
ビス・事務処理を行います。

男女共同参画の視点を意識した
職員の人材育成や、風通しが良く働
きやすい職場づくりにより組織力を一
層高めます。

また、新しい生活様式への対応や
長時間労働の是正などの働き方の
見直しに積極的に取り組み、安定し
た行政サービスを提供します。

Ⅱ　目標達成に向けた施策

自治会町内会をはじめとする地域の様々な団体による地域のつながりづくりの活動や、青少年育成、まちづくりな
どの地域の魅力アップや課題解決に取り組む活動を支援することで、お住まいの地域やとつかへの愛着を深めるまち
づくりを進めます。

新型コロナウイルス感染症対応など健康危機管理や、防犯や交通安全、食の安全等、安全・安心を実感できる
まちづくりを進めます。また「災害に強いまちとつか」に向けて、大規模地震や風水害などの災害の種類や地域の特
性に応じた自助・共助の取組を進め、防災・減災につなげていきます。

豊かな自然や旧東海道戸塚宿の歴史、活発な文化・芸術活動など、まちの特色を生かした取組により、とつかの
魅力を高めます。また、企業や商店街の支援を通し、まちの活気を高めるとともに、エコの取組を進めるなど、環境に
やさしいまちづくりを進めます。

組織力の一層の向上質の高い窓口ｻｰﾋﾞｽの提供地域との連携

安心して快適に行政サービスをご利用いただけるよう、区庁舎の感染症対策を進めるとともに、窓口混雑情報サ
イトや区庁舎Wi-Fi等の活用によるデジタル化を推進し、来庁者へのサービス向上に取り組みます。また、区民の皆
様のニーズを的確にとらえたきめ細やかなサービスにつなげるため、区職員の人材育成に取り組むとともに、SNS等も
活用しながら行政情報をわかりやすく発信します。

Ⅲ　目標達成に向けた組織運営

妊娠・出産から子育てまで、切れ目のない支援の充実や、多様な保育ニーズへの対応など、安心して子育てでき
る環境づくりを進めます。また、子ども・高齢者・障害者等への支援や地域全体での見守り、子どもから高齢者まで
幅広い世代の健康づくりに取り組み、誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくりを進めます。

★基本目標等を具体化する、主な事業・取組は、次頁をご覧ください。

 ＜目標達成に向けた取組姿勢＞
暮らし、学び、働き、訪れる、とつかに関わるすべての人が、元気で笑顔あふれるまちとなるよう、地域の皆様、団体、企

業、大学など多様な主体や関係機関と連携・協働し、コロナ禍により対面での関わりが難しい今こそ、人と人との心の距
離・地域の結びつきをよりいっそう大切にしながら、未来につながるまちづくりを進めます。
　今年度は「第４期とつかハートプラン(戸塚区地域福祉保健計画)」のスタートの年です。福祉・保健分野をはじめ、防
災・減災、防犯、学校・家庭・地域の連携、趣味やテーマ活動を通じた仲間づくりなど、多岐にわたる地域の取組を積極
的に支援しながら、誰もが心豊かに暮らせるまちの実現を目指していきます。
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協働による地域づくり

・
・

・

「災害に強いまちとつか」に向けた防災・減災への取組

・

・

・

・

健康危機管理と食や暮らしの安全・安心

・

・

地域の防犯・交通安全対策

・

・
・

持続可能なインフラの維持・整備

・
・

・

全ての世代の方々へ自助・共助の大切さを伝え、大規模地震や風水害などのいざという時に自らの防災・減災行動
につなげていただけるよう、各種訓練や広報啓発を行います。

区民の皆様の健康・安全を最優先に、新型コロナウイルスなど感染症の予防啓発と拡大防止に向けて、関係局・関
係機関と連携しながら取り組みます。
食中毒などによる健康被害の防止、ペットの適正飼育の推進や、飼い主のいない猫対策等により、区民の皆様の安
全で快適な生活を確保します。

警察署等の関係機関と連携し、地域の防犯活動に対する支援や啓発活動を行い、地域の防犯力強化を図りま
す。特に被害の多い特殊詐欺対策を実施します。

道路・公園・河川・下水道の維持管理や改良を計画的に進めます。

参考　主な事業・取組

人と人とがつながるまちづくり

安全・安心を実感できるまちづくり

地域活動の後方支援や活動団体・個人間のネットワーク化や地域コミュニティの構築を推進するため、区民利用施
設と連携したＩＣＴ講座を開催します。

自治会町内会、NPO、民間企業等が協働し、地域の課題解決を目指す取組を支援します。

地域の皆様が交流し、助け合いながら地域の課題解決を図る「地域の居場所」の運営を支援することで、地域の絆
づくりを進めます。

子どもを対象とした交通安全教室の開催、通学路の交通安全対策を行います。
駅周辺の放置自転車対策や、自転車適正利用の啓発活動を行います。

持続可能な交通ネットワークを構築するため、駅周辺道路の混雑緩和や身近な移動・交通手段の維持・充実に向
けて、関係局・関係機関と連携しながら検討を進めます。

　横浜市中期４か年計画等を踏まえ、新型コロナウイルス感染症対策の強化と社会経済活動の両立を図りながら、区役
所では主に次の４つの視点に重点を置いて様々な取組を行います。

★具体的な事業・取組については、令和３年度戸塚区個性ある区づくり推進費予算概要をご覧ください。
（ホームページ：https://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/kusei/uneihoshin-yosan/yosan/3-kuyosan.html）

新たな生活様式を見据えた手法転換

区民利用施設のバリアフリー化や施設照明のLED化など環境改善・機能強化を進めます。

ICTを活用したサービス向上と業務効率化
感染症対策にも配慮した減災への取組

区医師会や医療機関等が参加する災害医療連絡会議の開催、訓練や研修の実施、医療救護隊資器材の整備
により、災害医療体制を強化します。また、災害時要援護者支援の取組として地域に対する説明会の実施やコー
ディネーターの派遣を行います。

地球温暖化対策など環境保全に寄与する取組

各取組に関係する視
点をこれらのアイコンで
示しています。

地域防災拠点をはじめとした地域の防災・減災力強化のため、「地域防災アドバイザー」制度を活用した取組や、マ
ンションの防災力向上のための講座を開催します。
災害時に必要な情報を映像や文字で把握できるよう、地域防災拠点と区役所本部をタブレット端末にてネットワーク
化し、連絡体制の強化を行います。

新生活様式

減 災
ICT(デジタル化)

環 境

減

新 I

I

減

環減

I新

新

新

新
I
減
環

減

新

新

新

新

新

減新
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子ども・家庭支援

・

・

高齢者・障害者の暮らしの支援

・

・

・

子どもから高齢者まで幅広い世代の健康づくり

・

・
・

・

歴史、文化・芸術、スポーツを軸としたまちの賑わいづくり

・

・

・

中小企業の支援

・

・

環境にやさしいまちづくり

・
・

・

・

・

障害のある方とその家族の生活支援、社会参加を促進できるよう、様々なサービスの提供や地域施設、活動団体へ
の支援等を行います。
高齢者・障害者等が孤立せず安心して暮らし続けられるよう、地域、民生委員、協力事業者、協力機関、地域ケア
プラザ等と連携し、地域全体での見守り体制の充実を図るなど、地域社会での助け合い・支え合いのできる仕組みづ
くりを進め、地域包括ケアシステムの構築を推進します。

健康寿命の延伸に向け、保健活動推進員・食生活等改善推進員・関係機関などと十分に連携しながら、区民の皆
様が気軽に参加できる、身近な健康づくりの場・機会を広げます。
乳幼児期の正しい歯みがき習慣の基盤作りや食育を支援するため、発達段階に応じた取組を進めます。

子どもの安全で健やかな成長を応援するため、子育て支援の充実、児童虐待・DVの防止と対応、待機児童対策及
び保育の質の確保に取り組みます。
生活困窮状態にあるなど養育環境に課題がある家庭に育つ小・中学生や高校生世代に対し、将来の選択肢を広げ
られるよう、学習支援や居場所の提供などの支援に取り組みます。

高齢者の暮らし全般を予防の視点で支えられるよう、介護予防、生活支援、在宅医療・介護連携、認知症に対す
る取組及び高齢者の権利擁護に取り組みます。

区内の演奏家やストリートミュージシャンに演奏の場を用意するとともに、幅広い年齢層の皆様が気軽に音楽に親しめ
る機会を提供し、「音楽の街とつか」を広くアピールします。

中小製造企業の優れた技術や製品をPRするため、「とつかものづくり自慢展」の開催や、企業紹介冊子の作成に取り
組みます。

区民に信頼され親しまれる区役所づくり

新たな生活様式も見据えた効果的な情報提供を実施するため、ホームページ、SNS、コミュニティFM、デジタルサイ
ネージ等を活用するほか、商業施設など事業者と連携した行政情報の発信の強化に取り組みます。

食品ロスの削減やプラスチック対策など、ごみの減量・リサイクル（３R）を一層推進します。
地域、企業、大学等と連携し、SDGsの取組を紹介するパネル展の実施や環境問題講演会の開催など、地球温暖
化対策やエコライフスタイルの実践につながる、SDGsの視点を踏まえたエコの取組を推進します。
地域の皆様が行う駅周辺の花植え等の美化活動を支援し、花できれいなまちづくりを進めます。

活気ある商店街を支援するため、スタンプラリーイベントの実施や、様々な支援メニューの活用をサポートします。

日常生活における生涯スポーツやレクリエーションを振興し、心身のリフレッシュ、地域交流の活性化を進めます。また、
区内に活動拠点のあるスポーツチームを広く紹介することで、地域のチームとして親しんでいただけるよう支援します。

活気に満ちた魅力あふれるまちづくり

令和２年９月から稼働した窓口混雑情報サイトなどにより、来庁者へのサービスを向上するとともに、令和2年度末に
整備した区庁舎Wi-Fiを活用したWEB会議の開催など、ICTを活用した業務の効率化を推進します。

旧東海道戸塚宿という歴史的資源を生かし、とつか宿場まつりの開催や戸塚図書館と連携した歴史的資料の紹介
など、歴史を生かしたまちづくりを進めます。

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり

運動習慣のない人も気軽に取り組める運動メニューを作成するなど、無理なく健康づくりに取り組めるよう支援しま
す。
災害時の慣れない避難生活や水不足の中でもできる適切な口腔ケアの方法の周知・啓発を行います。

新

環

新

新

新 I

I新

新

I新

I新

新 環
環

減

新

新

新

減

I

I

新
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地域振興課

区民の皆様と手を携え、地域の
絆を深めながら、誰もが安心して
心豊かに笑顔で暮らせるまちづくり
に取り組みます。様々な分野で活
躍する皆様とともに、安全・安心を
実感できる活気に満ちた魅力あふ
れる地域づくりを進めます。

保育園（舞岡・川上・汲沢・原宿）

様々な感染症対策に努めながら、保育施設間・関係機関との連携を
図り、保育資源ネットワーク構築事業を生かした保育の質の向上を目指
すとともに、以下のような保育園づくりに取り組みます。
・子どもの主体性を尊重した笑顔あふれる保育園
・安全安心な環境のもと、心に響く体験と感性を育む保育園
・子ども・保護者の目線に沿った家庭的できめ細やかな保育園
・子どもの成長をともに喜び合い、育ち合い、人と人とがつながる保育園

生活支援課

生活にお困りの方に対して、丁
寧にお話を伺い、個々の状況にあ
わせて早急に支援へつなげられるよ
うに取り組みます。
ひきこもり等でお悩みの方に専門

相談を活用し、寄り添いながら支
援します。

福祉保健課 生活衛生課

食中毒などの健康危害を未然に
防止するために、営業施設の衛生
点検や啓発などを進めていきます。

ハチの駆除相談や飼い主のいな
い猫を増やさないための不妊去勢
手術の推進など、快適な生活環
境の支援に取り組みます。

「第４期とつかハートプラン」を策
定し、地域の皆様とともに取組を
着実に進めていきます。
感染症対応、予防接種、がん検

診、災害見舞金など様々な業務
において、区民の皆様に寄り添った
対応を行います。

各課の取組
戸籍課 保険年金課 高齢・障害支援課

高齢者や障害者の方などからの
相談に応じて、的確・迅速な制度
運用や支援を行ってまいります。

また、地域、協力事業者、協力
機関等と連携し、高齢者・障害者
の見守り等を進め、地域包括ケア
システムの構築を推進します。

戸塚区に転入される方が最初に
訪れる区役所窓口となることから、
歓迎の心でお迎えいたします。

個人情報保護の重要性を認識
して業務に取り組みます。

専門用語の使用は極力避け、
分かりやすい言葉で説明します。

国民健康保険、医療費助成、
国民年金等の身近な窓口として、
正確で迅速・丁寧なサービスを提
供します。コンプライアンス意識を高
く持ち、資格管理や各種給付、保
険料の賦課・徴収・未収対策・軽
減措置等に確実に取り組みます。

こども家庭支援課

子ども・家庭を取り巻く状況を踏
まえ、職員一丸となり、福祉・保健
の様々な取組を実施して適切な
支援に努めます。

窓口にお越しのお客様が気持ち
よく相談していただけるよう、お客様
に寄り添いきめ細かに対応します。

　戸塚区運営方針に関する問合せ先　　戸塚区区政推進課　企画調整係　  電話  045-866-8327  FAX  045-862-3054

区政推進課

戸塚の魅力や区の取組を分かり
やすく適時かつ迅速に発信します。
いただいた声を区の取組の企画・

実施に生かし、多様な主体の連
携・協働を支援しながら、地域の
力やつながりをはぐくむまちづくりを
進めます。

税務課

個人住民税や固定資産税など
の課税と市税徴収対策を公平か
つ適正に行う取組を進めます。

税務情報や個人情報の管理を
徹底するとともに、税証明発行や
税務相談などの窓口対応を正確・
丁寧に行います。

区会計室

区の業務に係る収入や支出手
続きにおいて、正確迅速な審査を
行います。
各課に対する的確なアドバイスを

通じて、会計処理の適正な執行を
目指します。

戸塚土木事務所

安全で安心な生活を守るため、
道路、公園、河川、下水道の維
持管理や改良に取り組みます。

戸塚を自然災害から守るため、
防災対策を推進します。

地域との協働により、ガーデンシ
ティ横浜を推進します。

総務課

防災・減災の取組を進め、区民
の安全・安心を守ります。
新しい生活様式や地域の課題を

捉えた予算の編成、適切な執行
に努めます。

選挙事務や経済センサス活動
調査の適正な執行に努めます。

4



資料２

１　予算の基本的な考え方

２　総 括 表

  統合事務事業費

  統合事務費

  統合事業費

  区庁舎・区民利用施設管理費

令和３年度 個性ある区づくり推進費戸塚区予算総括

(単位：千円）

事  業  費  区  分 ３年度 ２年度 増△減

▲ 83104,392  自主企画事業費 104,309

▲ 210

31,432 31,432 0

55,640 55,850

24,208 24,418

730,858 合　  　計 723,125

▲ 210

563,176 570,616 ▲ 7,440

▲ 7,733

戸塚区は、自然や歴史の魅力に加え、文化・スポーツが盛んで、賑わいのある

まちです。暮らし・学び・働き・訪れる、とつかに関わるすべての人が、人との

つながりを大切にして、いっそう元気で笑顔あふれるまちを目指します。

新型コロナウイルス感染症により、感染症予防と社会活動を両立する新しい生

活スタイルへの転換が求められているなど、戸塚区を取り巻く状況は大きく変化

しています。区民の皆様、団体、企業や大学など、多様な主体に真摯に向き合

い、協働して、“とつからしさ”や“とつかの魅力”を生かした取組を進めると

ともに、感染症予防や様々な自然災害への対応力を強化するなど、安全・安心で

活力あるまちづくりを進めます。

＜戸塚区予算の基本方針＞

１ 人と人とがつながるまちづくり

２ 安全・安心を実感できるまちづくり

３ 誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり

４ 活気に満ちた魅力あふれるまちづくり

５ 区民に信頼され親しまれる区役所づくり

5



３　内 訳

(１) 自主企画事業費　104,309千円

1

2

3

4

5

(２) 統合事務事業費　55,640千円

(３) 区庁舎・区民利用施設管理費　563,176千円

  区庁舎等

  区民利用施設

誰もが自分らしく健やかに
暮らせるまちづくり

32,065

人と人とがつながるまちづ
くり

18,963 18,801

地区センターの指定管理委託費

戸塚公会堂の指定管理委託費

戸塚土木事務所の管理経費

とつか区民活動センターの運営及び施設借上
げにかかる経費

・身近で親しみのある区役所づくり事業　5,485千円
・区民に身近な広聴・効果的で分かりやすい広報事業

2,561千円

(単位：千円）

  区  分（施設名称等）

152,385 159,787 ▲ 7,402

72,433 80,301 ▲ 7,868
区庁舎、行政サービスコーナーの運営管理経
費

３年度 ２年度

(単位：千円）

施　　　策 ３年度 ２年度 増△減 主な事業

38,833 ▲ 6,768
・とつかハートプラン(戸塚区地域福祉保健計画)推進

事業　5,651千円
・子育て応援事業　4,281千円

合　　　　計 104,309 104,392 ▲ 83

(単位：千円）

162
・区民活動支援事業　8,933千円
・青少年健全育成事業　1,565千円

安全・安心を実感できるま
ちづくり

26,941 22,942 3,999
・「災害に強いまちとつか」に向けた防災・減災強化事業

12,510千円
・防犯力強化事業　4,715千円

活気に満ちた魅力あふれ
るまちづくり

18,294 17,614 680
・活気あるとつか商店街支援事業　1,339千円
・とつか音楽の街づくり事業　3,700千円

区民に信頼され親しまれる
区役所づくり

8,046 6,202 1,844

増△減 説    明

 区庁舎等

563,176 570,616 ▲ 7,440合　　　　計

246,174 246,163 11

8,088 8,088

43,340

0

43,340 0

 地区センター

 青少年施設

 老人福祉センター

区庁舎等、区民利用施設に関する設備の修繕
経費

広場・遊び場、町のはらっぱの管理委託費等

戸塚スポーツセンターの指定管理委託費

コミュニティハウスの運営管理委託費及び指定
管理委託費

戸塚柏桜荘の指定管理委託費

こどもログハウスの指定管理委託費

 その他

  区庁舎・区民利用施設修繕費

195

12,786 12,515 271

35,658

31,508 031,508

35,463 区版市民活動支援センター

 土木事務所

 公会堂

403,484 403,479 5

7,307 7,350 ▲ 43

62,543 62,543 0

1,356 1,362 ▲ 6

41,983 41,983 0

24,208 24,418 ▲ 210 18区共通で実施している事業の一部

コミュニティハウス

 区スポーツセンター

合　　　　計 55,640 55,850 ▲ 210

統合事業費

  区  分 ３年度 ２年度 増△減 説    明

統合事務費 31,432 31,432 0 区役所の業務執行に必要な事務経費
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資料３

新たな生活様式を見据えた手法転換

ＩＣＴを活用したサービス向上と業務効率化

感染症対策にも配慮した減災への取組

地球温暖化対策など環境保全に寄与する取組

1 自治会町内会連絡調

整事業

ICT

地域振興課

2 区民活動支援事業

地域振興課

・自治会町内会への加入を促進するた
　　め、区内転入者にチラシを配布するな
　　ど、引き続き効果的なＰＲ活動を実施（通年）

3,498

8,933

7,972

③とつか区民活動センター運営事業

・とつか区民活動センターと戸塚区総合庁
舎３階の情報コーナーを運営受託団体と
協働で運営（通年）

・区民活動の後方支援や団体・個人間の
ネットワーク化、地域コミュニティ構築
を推進するため、通信事業者等の協力に
よるＩＣＴ講座（スマホ講座）等を区内
各施設で順次開催　（７月～）

・区内で活動する団体が行う、地域の魅力づくり・課題解決に繋がる
活動に対する補助（通年）

②読書活動推進事業【576】
増減 961

R3予算

【6,807】〈拡充〉

・区民の皆様の読書活動推進を図るため、図書館、学校等と連携した
講座やイベント等を規模の縮小、会場を分散し実施回数を増やすな
どの感染症対策を徹底したうえで開催（通年）

・自治会町内会長感謝会及び自治会町内会
長永年在職者の表彰に係る経費（３月）

③加入促進費【50】

◆令和３年度 自主企画事業費 事業別執行計画

１　人と人とがつながるまちづくり ①

【単位：千円】

①とつか区民の夢プロジェクト補助金事業【1,550】

事業名等 実施内容 ※【 】内は予算額

3,686

①仕分け配送業務【2,370】

前年度予算

・行政から自治会町内会へ情報提供（資料の仕分け及び配送）を実施

（通年）

増減 188

前年度予算

R3予算

②自治会町内会長感謝会【1,266】

　令和３年度自主企画事業では、新型コロナウイルス感染症対策や新しい生活様式への対応を見
据え、主に次の４つの視点に重点を置いて予算を編成しました。

【自治会町内会活動パネル展】

【とつカレッジ～戸塚のいいとこ学び隊～

（とつか区民活動センター運営事業）】

新生活様式

ＩＣＴ(デジタル化)

新生活様式

減 災

環 境

ＩＣＴ(デジタル化)
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3

地域振興課

4

区政推進課

5

地域振興課

事業名等

①戸塚区民まつり事業【3,800】

１　人と人とがつながるまちづくり ②

とつか地域づくり支
援事業

【単位：千円】

実施内容   ※【 】内は予算額

青少年健全育成事業 地域で育む青少年健全育成事業【1,060】

　・地域性を生かし、青少年の健全育成を目
　　的として自主活動している団体が実施す
　　る事業に対する補助（通年）

戸塚区民まつり事業

②柏尾川周辺の環境整備【210】

増減 124

「地域の居場所」運営の支援【1,274】

R3予算 1,060

前年度予算 1,160

増減 ▲ 100

R3予算

　・ふるさと意識の醸成等を目的に実行委
　　員会が企画運営する「戸塚ふれあい区
　　民まつり」及び「戸塚ふれあい文化祭」
　　を協働で開催するにあたり補助金を交付
　　する予定でしたが、新型コロナウイルス
　　感染拡大防止の観点から実行委員会にお
　　いて開催中止を決定

1,150

　・地理情報システム（ＧＩＳ）の操作研修
　　を行い、活用を推進（～３月）

  ・地域で区民が主体となり、交流し、助け
　　合いながらより良いまちづくりを行って
　　いくことを目的とした居場所の運営経費
　　等を支援(通年)

R3予算 1,274

前年度予算

・桜の開花時期に合わせ、区民の憩いの場を演出するため、柏尾川周
　辺のぼんぼり点灯を実施（３月）

4,010

前年度予算 3,907

増減 103

【戸塚ふれあい区民まつり

（令和元年度の様子）】

【空家を活用した地域の居場所（にこにこハウス）】

新生活様式

新生活様式

ＩＣＴ(デジタル化)

【竹灯籠の夕べ（補助事業の一例）】
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6 「災害に強いまちと

つか」に向けた防災

・減災強化事業

総務課

7

地域振興課

事業名等

【単位：千円】

実施内容   ※【 】内は予算額

③区本部体制の整備【2,600】

12,510

55

10,443

増減

・マンションにおける自助や共助の推進のため、マンション管理組合
　やマンション自治会向けに、マンション防災出前、集合講座を実施
　（出前講座：７～３月、集合講座：10月）

・自治会町内会に啓発用物品を配布し安否確認訓練の実施を支援（通
　年）

2,067

⑦災害医療体制整備事業【1,203】〈新規〉

  ・土砂災害、浸水災害等対策としての資機材を購入し、対策を強化

・区本部の通信機能の確保、資機材の配備など必要な体制を整備

・タブレット端末を活用し、区本部と地域防災拠点等の円滑な連絡体
　制を確立（通年）

・地域防災拠点における訓練への支援や資機材の購入などにより、震
　災時における地域防災拠点の対応力を強化

450

⑥土砂・浸水災害等対策【680】

・中学生、高校生を対象に心肺蘇生の講習、
　放水体験、炊き出し体験等の防災対応力強化
　研修を実施（11月）

青少年健全育成事業
（防災力強化）

R3予算

前年度予算

⑤「とつか減災フェア」の開催【1,797】

④地域防災拠点等の対応力強化【2,490】

２　安全・安心を実感できるまちづくり ①

・地域防災アドバイザー派遣制度に新たに情報受伝達訓練等の支援
　メニューを追加し、地域防災拠点運営委員会や自治会町内会、
　マンション自治会等の防災力、連携強化を図る。（７～３月）

・「防災・区民マップ」等の広報印刷物による啓発を実施（通年）

・自助や共助の意識を高めるため、防災、減災啓発イベント「とつか
　減災フェア」を開催（２月）

②関係機関との連携強化【250】

・災害医療体制を強化するため、医療機関等が参加する災害医療連絡
　会議や訓練を行うとともに医療救護隊資器材を整備
・災害医療連絡会議の開催（第１回　７月、第２回　３月）
・のぼり旗掲出訓練（10月）
・医療救護隊参集訓練の実施（２月）

青少年防災対応力強化事業【505】

増減

505

前年度予算

R3予算 ・住民、地元組織、企業、行政その他関係機関が一致協力して災害
　対策を実施するため、災害対策連絡会議を開催（７月）

・区本部機能強化のため職員を対象とした危機対応訓練を毎月実施

・各機関と連携した訓練を実施（８月、11月）

①防災・減災啓発の実施【3,490】

【マンション防災講座（総合編）】

【医療救護隊参集訓練】

【模擬がれき救出訓練】

新生活様式

減 災

減 災

ＩＣＴ(デジタル化)
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8 防犯力強化事業

地域振興課

9

地域振興課

10

地域振興課

増減

増減

②スクールゾーン対策【4,616】
・区内各小学校のスクールゾーン安全対策協議会に対する補助（通年）

0

　・戸塚区バリアフリー基本構想に基づき、スロープの滑り止め等、
　　区民利用施設のバリアフリー化を実施（６月）
　・地区センターの施設照明のＬＥＤ化を順次実施

②緊急的課題等への対応【600】

・スクールゾーンの路面表示等の設置及び補修（通年）

R3予算

前年度予算 6,035

　・事故、台風被害、感染症対策等の緊急課
　　題に迅速に対応（通年）

前年度予算

③放置自転車対策事業【379】

①区民利用施設環境改善・機能強化【1,550】

R3予算 2,150

前年度予算

2,150

誰もが安全・安心に
利用できる区民利用
施設環境整備事業
〈新規〉

・犬の散歩時に防犯パトロールを兼ねる「わんわんパトロール隊」の
　普及と支援（通年）

・定期的な交通安全啓発キャンペーン、子ども・高齢者等を対象とし
　た交通安全教室の開催、ランドセルカバーの配布（新１年生）（４
　月）

　を配布（４月）

・子ども110番の家プレートの提供（通年）

5,815

　・戸塚駅・東戸塚駅周辺の自転車等放置禁止
　　区域にて警告札等を使用した注意喚起を実
　　施（通年）

・戸塚警察署や防犯協会等と連携・協働で実施している戸塚駅・東戸
　塚駅での防犯啓発キャンペーンは感染症拡大防止のため休止中

▲ 220

①交通安全啓発活動【820】

4,895

④戸塚区まちの安心・安全推進連絡協議会【120】

・防犯協会等の関係団体や地域と連携し、特に被害の多い高齢者世帯
　に対して簡易型自動通話録音機等を使った啓発活動を実施（通年）

交通安全・放置自転
車対策事業

①特殊詐欺撲滅啓発事業【1,500】

R3予算 4,715

②地域の防犯活動応援事業【2,060】

増減

▲ 180

２　安全・安心を実感できるまちづくり ②

【単位：千円】

事業名等 実施内容   ※【 】内は予算額

・安全教育及び防犯対策として区内小学校１年生を対象に防犯ブザー

・区内の各種イベントとあわせて防犯啓発活動を展開（通年）

・地域での自主防犯活動団体に対する活動助成（通年）

・地域防犯活動拠点の設置を推進（通年）

③子ども安全推進事業【1,035】

【防犯キャンペーン

（令和元年度の様子）】

【春の全国交通安全キャンペーン】

【戸塚センターのスロープ】

新生活様式

新生活様式

減 災

環 境

10



11

R3予算

①食中毒・感染症・薬物乱用防止等対策事業【433】

  ・保育所、高齢者施設、配食サービス等を対象とした衛生点検や講習
　　会、手洗い実習を実施（通年）
　・食中毒・感染症予防・薬物乱用防止啓発のパネル展を開催（７月）
　・テイクアウト等を開始した飲食店に向けて食中毒予防支援の実施
　　（通年）

【単位：千円】

1,119

増減

前年度予算

127

1,246

食と暮らしの安全・
安心応援事業

生活衛生課

実施内容   ※【 】内は予算額

２　安全・安心を実感できるまちづくり ③

事業名等

・ハチの巣に関する相談に対応し、駆除機材を貸出(５～12月）
・区民広間や地域防災拠点で、ペットの飼い主に向けた災害時への備
　えを啓発するパネル展を開催（12月）

・地域防災拠点のペットの受入体制整備の取組を支援（通年）
・地域猫活動の啓発とともに、ボランティアと連携して飼い主のいな
　い猫の不妊去勢手術等の実施を推進（通年）

②ハチ対策及び動物適正飼育啓発事業【813】
　・区民広間で、ハチによる刺傷事故防止や蚊の媒介感染症予防を啓発
　　するパネル展を開催（５月）

【食中毒・感染症予防・

薬物乱用防止パネル展】 【ペットの災害対策（地域防災拠点）】

新生活様式
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12 とつかハートプラン

（戸塚区地域福祉保

健計画）推進事業

福祉保健課

13 とつか健康パワー

アップ事業

福祉保健課

14

福祉保健課

・図書館司書による絵本の読み聞かせ、絵本に出てくる食べ物を使っ
　た料理の紹介、歯みがきの講話による体験型食育講座を開催規模を
　見直して実施(６・11月)

③おいしいおはなしよみきかせ【136】

増減

④幼児の食育教室【91】
・離乳食から幼児食へスムーズに移行できるよう、栄養士の講話、調
　理実演を開催規模を見直して実施(６・９・12・３月)

子育て家庭のヘルス
アップ事業

前年度予算

増減

③気軽に出来る運動啓発【600】〈新規〉

・保健活動推進員・食生活等改善推進員紹介リーフレット等の作成及
　び地域活動の支援

▲ 188

・４～６か月の赤ちゃんとその親を対象に、親子の口腔ケア、離乳食
　の進め方などの講座を開催規模を見直して実施(毎月)
・テキストを作成し、４か月児健診時に配布

②保護者のお口の健康チェック【36】

・歯科関連イベントで歯周病の講話を実施(６月)　※中止

1,533

▲ 277

R3予算

R3予算 1,256

⑤地域連携チーム研修【98】

②団体の周知・活動支援【446】

　・地域連携チームが必要な知識・技術を習得できるよう研修を実施
    （４～５月、10月）

④とつかハートプランの普及啓発【1,521】〈拡充〉

▲ 996

②とつかハートプランの取組支援【503】

R3予算 　・地区別計画活動支援のために情報共有連絡会を開催（８月）

前年度予算

前年度予算

実施内容   ※【 】内は予算額

３　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり ①

①とつかハートプランの推進【385】

増減

事業名等

【単位：千円】

　・計画の推進に資する地域活動を支援する補助金を交付（４～11月）

　・とつかハートプラン策定・推進委員会の開催（６月、２月）

2,616

6,647

①健康まつり【658】

2,804

・医師会などの健康づくり団体の企画による「健康まつり」をパネル
　展にて開催（11月）

　　（４～９月）

　・地区別計画推進委員会の開催支援（通年）

③第４期とつかハートプランの策定【3,144】
　・コンサルタントの助言等を得て計画策定、計画冊子を作成

5,651

　・第４期とつかハートプランを周知するための発表会を開催〈新規〉

　　（11月）

　・マスコットやキャラクターを活用した横断幕やのぼり旗の掲出等に
　　よる普及啓発（通年）

・コロナ禍においても気軽に取り組める運動メニューや解説を紹介す
　る動画を作成

④ウォーキングマップを活用した健康づくり【596】〈新規〉
・ウォーキングを通じて楽しみながら健康づくりに取り組めるよう、
　子どもと一緒に歩けるコースや公園等の運動できる場所などのマッ
　プを紹介

⑤災害時の口腔ケア啓発【316】
・災害時に疾病を予防するための適切な口腔ケアの方法を周知・啓発
　するリーフレットを作成

①はじめての歯ぴか教室【993】

【地域福祉保健活動

の目印

“こころんのぼり”】

新生活様式

新生活様式

新生活様式

減 災
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15

福祉保健課

16

こども家庭支援課

17 保育所地域子育てパ

ワーアップ事業

こども家庭支援課

▲ 656

事業名等

①健やか子育て応援事業【1,915】〈拡充〉子育て応援事業

前年度予算

前年度予算

4,281

4,338

R3予算

大学と連携した親子健康づくり事業【487】

1,143

487

増減 ▲ 57

３　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり ②

前年度予算

増減

・自我が強くなる２～３歳児の養育者を対象に、子どもへの関わり方
　を学び養育者の不安を軽減するための「２歳児講座」（育児支援講
　座）を区役所のほか地域会場でも開催（年５回）

大学と連携した親子
健康づくり事業

R3予算

・しつけに悩む養育者を対象に「親と子のコミュニケーション講座」
　(育児支援講座）を開催 （年２回）

・妊娠期から子育てを応援するため、子育てアプリの運営や情報誌の
　発行により地域情報を発信

②とっとの芽協働事業【2,366】

①保育の質向上事業【773】
・スキルアップのための保育士を対象とした体
　験型防災研修の実施（１月）

②保育所子育て支援事業【1,895】

2,696

▲ 28

・園児同士の交流と施設間のネットワークづく
　りを目的に、年長児を対象とした交流保育を方
　面別４エリアでの分散方式により実施（※実施時期検討中）

R3予算 2,668

・保育施設を対象とした虐待予防研修（11月）

・保育所入所案内の作成

　・区内市立保育園にてランチ交流や園庭開放を実施
　　（※新型コロナ感染拡大防止のためランチ交流は再開時期検討中）

・市立保育所４園の巡回メールカー委託

増減

実施内容   ※【 】内は予算額

・読書活動の推進のため、区内市立保育園において図書の貸出を実施

・保育施設長研修を実施（10月、1月）

【単位：千円】

　・健康について考える機会を提供し、生活習慣病予防を意識づけする
　　ことを目的に、親子向けの啓発を戸塚区内医療系２大学や企業、関
　　連団体と連携・協力して実施（「とつかおやこフェスタ」の中で開
　　催）

　・両親教室の内容を拡充し、妊娠期支援として体力づくり支援と産後
　　うつ予防に取り組む（毎月計48回）。乳児とその養育者を対象に発
　　達に合わせた関わり方などの講話・アドバイスや養育者同士の仲間
　　づくりを進める「ひよこ会」（赤ちゃん教室）を実施（18会場年９
　　回づつ）

・プレママとプレパパを対象に、妊婦・沐浴体験や先輩パパママとの
　交流を通し、夫婦で子育てに取り組む意識を高め、産後の孤立を予
　防する「お世話体験会」（土曜両親教室）を地域子育て支援拠点と
　協働で実施（年24回）

・親子サークルの活性化を図るため、活動支援や交流会を実施

・地域と連携し、公園遊びの楽しさを伝え親子の関わりを深める「外
　遊び応援事業」を、大学とのパートナーシップを活用してより充実
　して展開（年20回程度）

・子育て支援団体や民間企業と連携し「とつかおやこフェスタ」を開
　催。新型コロナの感染症対策として、開催期間を長くし、会場を分
　散、またオンラインなども活用して開催（８月16日～９月15日)

・子育て連絡会（区、地区別）を充実させ、子育て支援における課題
　の共有を図るとともに、地域の子育て支援のネットワークを強化
　（全体会２回、10エリア別２～３回）

【とつかおやこフェスタ】

【交流保育

「東戸塚エリア５歳児交流」

（令和元年度の様子）】

ＩＣＴ(デジタル化)

新生活様式

新生活様式

新生活様式
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18

こども家庭支援課

19 とつかの子育て応援
ルーム「とことこ」
運営事業

こども家庭支援課

20

高齢・障害支援課

8,558

9,133

・区庁舎利用者への一時託児を実施

　・育児不安を抱える養育者に個別カウンセリングを実施（毎月３回）

　・女性とこどものための法律相談を実施（年６回）

③とつか秋葉塾送迎強化事業【360】〈新規〉

事業名等

子どもと家庭を支え
る虐待防止環境づく
り事業
【前年度：子どもを取り
巻く虐待予防環境づくり
事業】

　・子育てサポート連絡会（区…年３回・地区別…区内10地域ケアプラ
　　ザ中５地区）における連携強化のための関係機関への研修、情報共
　　有を実施
　・区民まつりなどのイベントや虐待防止推進月間のキャンペーンにお
　　ける区民への虐待防止の普及啓発を実施
　・子ども自身が自分を大切にできるためのリーフレットや子育て世代
　　への虐待予防の啓発のためのクリアファイルを作成し配布前年度予算

【単位：千円】

前年度予算

増減

2,819

実施内容   ※【 】内は予算額

　・虐待通告への対応など緊急時の迅速な対応

増減 568

R3予算

①子育てサポート連絡会関連事業【1,488】

・子育て情報の収集や提供、ホームページ
　を活用した情報発信R3予算

～地域で支える～こ
ころの健康福祉ネッ
トワーク事業

▲ 575

1,029

1,001

28

前年度予算

増減

　・地域ケアプラザと連携し、精神障害者の地域での生活を支援
　・身近な地域ケアプラザで「あったまり場」（フリースペース）を実
　　施し、当事者活動を支援（各ケアプラザ月１回）
　・精神保健福祉に関する講座等、地域向け普及啓発活動を実施し、地
　　域の障害理解を促進（通年）
　・あったまり場連絡会を実施し、地域ケアプラザ、生活支援セン
　　ター、精神障害者を支援する団体間の連携を促進（年３回）

３　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり ③

R3予算

②養育者支援【971】

2,251

　・とつか秋葉塾（寄り添い型生活支援事業）において通所時の児童の
　　安全を確保し、通所可能エリアを広げるため車両（自動車）による
　　送迎を実施（令和２年12月から試行実施）

・戸塚駅周辺で利用できるベビーカーの
　レンタルを実施

～地域で支える～こころの健康福祉ネットワーク事業【1,029】

とつかの子育て応援ルーム「とことこ」運営事業【8,558】

【とつかの子育て応援ルーム「とことこ」】

【子育てサポート連絡会研修会】

新生活様式

新生活様式
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21

高齢・障害支援課

・地域全体での見守りを推進するための広報紙「みまもりネット通
　信」を発行（12月）

③認知症高齢者等あんしんネットワーク事業【704】
・関係機関と連携し、認知症等により行方不明となる高齢者を早期発
　見・保護につなげる（みつけてネット）（通年）
・関係機関との連携強化を図るため、連絡会を開催（10月）
・関係機関と連携し、オンラインも活用した若年性認知症の方の
　社会参加を支援する認知症カフェを実施

・各地域ケアプラザで実施する、区域における課題の抽出や解決に向
　けた検討を行う「地域ケア会議」の普及・啓発を推進（通年）

R3予算 2,700

3,287 ②地域ネットワーク見守り事業（みまもりネット）【1,038】

　・関係者と情報交換を行う「みまもりネット」連絡会を開催(11月）

戸塚区地域包括ケア
システム構築推進事
業
【前年度：戸塚区高齢者
見守りネットワーク事
業】

３　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちづくり ④

【単位：千円】

事業名等 実施内容   ※【 】内は予算額

・区民の皆様や協力事業者等が、気がかりな高齢者等に気がついた
　際に、地域ケアプラザや区役所へ連絡していただき、相談・支援に
　つなげる

前年度予算

　・ひとり暮らし高齢者等が、地域での助け合い・支え合いによって
　　住み慣れた街で暮らし続けることができるよう、各地区社会福祉協
　　議会の訪問員（民生委員等）により、定期的な「見守り・声かけ」
　　活動を実施
　・訪問事業代表者会議、研修会の開催（２月）

①地域ネットワーク訪問事業【858】

増減 ▲ 587

④地域ケア会議推進事業【100】
【みまもりネット連絡会

（協力事業者の取組紹介）】

ＩＣＴ(デジタル化)

新生活様式
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22 とつかものづくり支

援事業

地域振興課

23 活気あるとつか商店

街支援事業

地域振興課

24

地域振興課

▲ 801

2,525R3予算

3,326

①商店街活性化事業【1,189】〈拡充〉

増減

②区内中小製造企業紹介事業【1,330】

・区内企業紹介冊子を作成し、区内の高度な技術力を持った企業の支
　援やＰＲを実施（１月）

・ものづくり企業の技術や製品の魅力を発信する「ものづくり自慢
　展」を実開催とオンラインを併用して開催（２月）

前年度予算

前年度予算

地域文化振興事業

200

1,500

増減

1,300

①戸塚っ子いきいきアートフェスティバル【1,000】

②Dance Dance Dance＠YOKOHAMA応援事業【500】〈新規〉

　・Dance Dance Dance＠YOKOHAMAの応援を目的として、イベントを身
　　近に感じてもらうための参加型ダンスイベント（ダンス動画公募、
　　オンラインコンテスト等）を開催（６月～11月）

①戸塚ものづくり自慢展実施事業【1,195】

４　活気に満ちた魅力あふれるまちづくり ①

550前年度予算

R3予算 1,339

増減 789

事業名等

　・商店会が自主的に開催するセミナーの講師謝金
　　を交付（通年）

R3予算

 

②個人商店魅力アップ事業【150】

　・青少年育成に関わる団体等との協働により、感染対策として会場演
　　奏から事前収録映像への切替等、開催方法を見直して小中高校の文
　　化活動発表会の開催支援（１月）

　・商店街の活性化を目的として、スタンプラリーイベント
　　を実施（令和２年度に地域活性化策として実施したイベン
　　トを継続実施）（10月）

実施内容   ※【 】内は予算額

【単位：千円】

【スタンプラリー冊子】

【商店会向けセミナー】

【戸塚っ子いきいき

アートフェスティバル】

新生活様式

新生活様式

新生活様式

ＩＣＴ(デジタル化)
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25 とつか音楽の街づく

り事業

地域振興課

26

地域振興課

27

地域振興課

③女子スポーツ普及・応援【1,018】

・スポーツにまつわる思い出の写真、動画を募集し、ＳＮＳを活用し
たフォトムービーコンテストを実施（８月）

①きれいな街づくり推進事業【66】

・小学生を対象とした体験教室の実施（～１月）

R3予算 1,348

・区ホームページでの成績やトピックスの掲載、パネル展などによる
チームのＰＲ（通年）

・家庭のベランダ等で気軽に使用できる生ご
み処理器のモニター事業を実施（年４回）

・専門講師による食品ロス削減レシピの動画
を作成し、ホームページ等で公開（10月）

1,595 ・地域、事業者、行政によるヨコハマ３Ｒ夢
戸塚区推進会議を書面開催（６月）

・小学校と連携して学校前の歩道に花植えを
実施（９月、２月）

・街の美化やリサイクル活動・分別指導に取り
組む区民の方を表彰（６月）

増減

美化推進事業

前年度予算

③３Ｒ夢推進事業【1,060】

▲ 247

・戸塚駅周辺でストリートライブを定期的に開催するほか、夏と春に
街の活性化を図るイベントを開催（ＷＥＢ配信の併用も検討）
（通年）

前年度予算 3,700 ②とつかストリートライブ【3,000】

増減

①区民体育振興事業【500】

・機運醸成を図るため、2008年北京オリンピック陸上4×100ｍリレー
銀メダリストの朝原宣治氏による講演会を開催（６月27日）

スポーツ・レクリ
エーション振興事業
【前年度：「区内女子ス
ポーツ普及･応援事業」
と統合】

②オリンピック・パラリンピック機運醸成事業【479】

③音楽交流ひろば【550】〈新規〉

①区民広間コンサート【150】

・戸塚区を中心に活動する文化団体のコンサートを毎月第３土曜日に
区民広間で大型パーティション設置による飛沫防止対策や座席制限
等を行ったうえで実施（通年）

事業名等

【単位：千円】

2,682

R3予算

前年度予算

増減

・区民広間コンサートととつかストリートライブの出演者による音楽
教室や体験コンサートなど、出演者と区民との交流の場、区民が気
軽に音楽を楽しめる場を提供（３月）

0

▲ 685

・区体育協会の事業及び運営に対する補助（通年）

②「花の小道」事業【222】

R3予算 3,700

４　活気に満ちた魅力あふれるまちづくり ②

1,997

実施内容 ※【 】内は予算額

【花の小道事業】

【生ごみ処理器モニター事業】

【とつかストリートライブ定期開催

（令和元年度の様子）】

新生活様式

新生活様式

ＩＣＴ(デジタル化)

環 境
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28 とつか魅力再発見事

業

地域振興課

29

区政推進課

30

区政推進課

31 とつかブランド向上

事業

区政推進課

32 とつか環境未来

エコライフ事業

区政推進課

▲ 245

①エコ普及・啓発事業【481】

増減 60 ②ウナシー普及事業【280】

【単位：千円】

事業名等 実施内容   ※【 】内は予算額

戸塚駅周辺サイン改
修・設置事業
【前年度：戸塚駅バリア
フリーサイン検討事業】

4,000

増減 ▲ 3,800

戸塚駅周辺サイン改修・設置事業【200】

R3予算

・基本構想に基づき令和２年度に策定した戸塚駅周辺サイン改修・設
　置計画に則り、区政推進課が所管するサインの改修・設置の実施
　（12月）

▲ 144

200

前年度予算 1,323

増減

R3予算

４　活気に満ちた魅力あふれるまちづくり ③

　・戸塚区内の歴史的資源の掘り起こし調査及びとりまとめ、区全体の
　　歴史や魅力の発信のための取組方針の策定（～３月）
　・区民団体との協働による旧東海道魅力発信イベント等の実施
　　(１０月)
　・戸塚図書館と連携し、戸塚図書館所蔵の資料について、普及啓発の
　　ため、機会を捉えて紹介する場を設けて周知

1,078

「おいしいもの とつかブランド」の魅力向上【461】

前年度予算

R3予算 461

605 ・各種イベントでのブランド店舗の出店によるＰＲ

・「ウナシー」の啓発活動や着ぐるみの貸出を実施（通年）

    （通年）増減

前年度予算

R3予算 784

前年度予算 1,064

増減 399

・小学生を対象に、戸塚区のマスコットキャラクター「ウナシー」の
　斑点模様が表す戸塚区の魅力を学習する「ウナシーなぞとき広場」
　を実施（７月）前年度予算 724

歴史を活かしたまち
づくり事業
【前年度：旧東海道魅力
アップ推進事業】

R3予算 1,463

歴史を活かしたまちづくり事業【1,463】

・ＳＮＳの活用や広報よこはま戸塚区版等への掲載による広報

・「おいしいもの とつかブランド」のＰＲ冊子の印刷・配布(5月～)

　・とつかエココーディネーター協議会等と協働で、プラスチック、
　　地球温暖化、気候変動をテーマとした環境問題講演会(７/31、
　　10/９、12/４)や環境パネル展(６/14～25)を開催

②ＳＤＧｓの推進【597】
　・企業や大学が実施するＳＤＧｓに関わる学
　　習プログラムを紹介する冊子を作成し、区
　　内小中学校の教員等に配布（１月予定）

　・企業や大学のＳＤＧｓに関わる取組を紹介
　　するパネル展の実施やウェブページを制作

　・ＳＤＧｓ未来都市である北海道下川町との交流

①ウナシーなぞとき広場【504】

【ＳＤＧｓパネル展】

新生活様式

新生活様式

環 境
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33

土木事務所

増減

前年度予算

事業名等 実施内容   ※【 】内は予算額

とつか花できれいな
まちづくり事業

とつか花できれいなまちづくり事業【1,899】

４　活気に満ちた魅力あふれるまちづくり ④

【単位：千円】

R3予算

1,859

1,899

・ガーデンネックレス横浜2021と連携し、戸塚
　駅・東戸塚駅・舞岡駅・踊場駅周辺で、地域・
　企業・商店会等と協働した花植え活動などを
　行って「花できれいなまちづくり」を実施

40

【舞岡駅前花壇】

環 境
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34

35

区政推進課

⑥緊急的課題等への対応【500】

・令和２年度に整備した区庁舎Ｗｉ－Ｆｉを運用、活用推進

①庁舎等案内事業【3,350】

⑤区庁舎環境改善・機能強化【1,006】

R3予算 2,561

事業名等

身近で親しみのある
区役所づくり事業
【前年度：「スポーツ・
レクリエーション振興事
業」の一部を統合】

前年度予算 ③人権啓発推進事業【324】

R3予算 5,485

　・複数の施設が併設された総合庁舎における複雑な案内業務に対応す
　　るため、庁舎案内業務の一部を人材派遣会社に委託
②職員研修【170】

・職員の応対マナーや業務の質の向上を図るための研修を実施

・スポーツ・文化の優秀な人材に対し、区民栄誉賞、奨励賞等を贈呈

５　区民に信頼され親しまれる区役所づくり

前年度予算

4,542

901

区民に身近な広聴・
効果的で分かりやす
い広報事業

　・ホームページ、ＳＮＳ、コミュニティＦＭ、デジタルサイネージ、
　　紙媒体などを用いて、区民ニーズを捉えた効果的な情報提供を
　　実施（通年）
　・昨年度末に戸塚駅周辺を中心に設置した
　　「区政情報発信ポイント」を、商業施設
　　等と連携し、東戸塚駅周辺等に順次拡充
　　（４月～）

・庁内案内表示や窓口周辺備品の更新などの環境整備・機能強化

④区民栄誉賞事業【135】（１月）

・予算外の緊急課題等に迅速に対応総務課・区政推進課・地域振興課

①広聴事業【303】

【単位：千円】

実施内容   ※【 】内は予算額

②様々なメディア・ツールを用いた情報提供【2,258】〈拡充〉

・区民の皆様からいただいた御意見、御要望に対する調整・回答・分
　析

増減 943 ・区民の皆様を対象とした人権啓発講演会を開催規模を見直して実施

・職員を対象とした人権研修の実施

1,660

増減

　・区民ニーズの高い情報をまとめたリーフ
　　レット(防災版)を作成し、小中学校等へ
　　配布・配架（９月）

ＩＣＴ(デジタル化)

ＩＣＴ(デジタル化)

新生活様式

新生活様式

減 災

【区政情報発信ポイント】

（戸塚区公式ツイッター二次元コード）
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1

2

実施内容   ※【 】内は予算額

　1 広報よこはま発行事業費【10,135】

24,418

増減

◆令和３年度 統合事務事業費 事業別説明書

統合事業費 18区で共通している事業費

R3予算 24,208

統合事務費 区役所の業務執行に必要な事務経費【31,432】

R3予算 31,432 ・各課事務費

▲ 210

【単位：千円】

事業名等

　5 クリーンタウン横浜事業【2,697】

　7 消費生活推進員活動事業【1,040】

前年度予算 31,432

増減 0

　　広報よこはま戸塚区版の発行に必要な経費

　2 市民相談事業費【1,894】

　　各種専門相談員による特別相談及び法律講座の実施に必要な経費

前年度予算

　　各中学校区の実行委員会が実施する事業に対する補助

　　美化推進重点地区（戸塚駅・東戸塚駅）における清掃活動及びポイ
　　捨て禁止啓発活動の実施に必要な経費

　　消費生活推進員が区内全域を対象に実施する活動に対する補助及び
　　消費生活推進員の地区での活動に対する補助

　8 学校・家庭・地域連携事業【1,025】

　3 スポーツ推進委員支援費【3,661】

スポーツ推進委員連絡協議会の事業及び運営に対する補助

　4 青少年指導員事業【3,016】

　　青少年指導員協議会の事業及び運営に対する補助

　6 緊急時情報システム運用事業【740】

　　緊急時情報システムの運用に必要な経費
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1

・区庁舎光熱水費・備品消耗品費・公用車の管理費等

総務課

2

地域振興課

3

土木事務所

4

地域振興課

5

地域振興課

R3予算 72,433 ［戸塚区総合庁舎］
平成25年３月開設　RC造、SRC造、S造
地上９階地下３階  延床 34,448㎡

前年度予算 80,341

増減 ▲ 7,908

◆令和３年度 区庁舎・区民利用施設管理費 事業別説明書

【単位：千円】

事業名等 実施内容   ※【 】内は予算額

区庁舎等 ①区庁舎管理費【70,808】

②行政サービスコーナー管理費【1,625】

・東戸塚駅行政サービスコーナーの警備委託料等
［東戸塚駅行政サービスコーナー］
平成元年開設、17年１月移設　延床 156㎡

 　  〈参考〉[戸塚行政サービスコーナー]
平成５年開設　25年移設(区庁舎２階)　延床 88㎡

区版市民活動支援セ
ンター

とつか区民活動センター管理費【35,658】

・とつか区民活動センターの運営に関する人件費や管理費及び床賃料
等の経費

　 ［とつか区民活動センター］
　　 平成21年開設　川上町91-1モレラ東戸塚３階

R3予算 35,658

前年度予算 35,463

増減 195

土木事務所 土木事務所管理費【12,786】

R3予算 12,786 ・戸塚土木事務所の清掃設備保守管理委託等の経費
［戸塚土木事務所庁舎・会議室］

　　 昭和54年開設　RC造、S造　地上２階　延床 1,298㎡
前年度予算 12,555

増減 231

公会堂 公会堂指定管理委託料【31,508】

R3予算 31,508 ・戸塚公会堂の指定管理委託料
［戸塚公会堂］

 　　昭和53年開設　RC造
 　　地下３階地上４階の３、４階部分　延床 1,578㎡

前年度予算 31,508

増減 11

②その他経費【1,977】

・上矢部地区センター駐車場賃借料

増減 0

地区センター等 ①地区センター指定管理委託料【244,197】

1 戸塚地区センター
 　 昭和53年開館 RC造 地下３階地上４階の２階部分 延床 1,776㎡
  2 大正地区センター
 　 昭和56年開館 RC造 地上２階 延床 1,881㎡
  3 東戸塚地区センター
 　 平成元年開館 RC造 地下１階地上２階 延床 1,869㎡
  4 上矢部地区センター
 　 平成５年開館 RC造 地上５階の３、４、５階部分 延床 1,950㎡
  5 舞岡地区センター
 　 平成10年開館 RC造 地下１階地上２階 延床 1,822㎡
  6 踊場地区センター
 　 平成16年開館 RC造 地上２階 延床 1,775㎡

R3予算 246,174

前年度予算 246,163
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6

地域振興課

7

地域振興課

8

地域振興課

9

地域振興課

10

地域振興課

11

こどもログハウス こどもログハウス指定管理委託料【8,088】

【単位：千円】

事業名等 実施内容   ※【 】内は予算額

R3予算 8,088 ・踊場公園こどもログハウスの指定管理委託料
［こどもログハウス］

　　 平成３年開設　木造地下１階地上２階　延床 205㎡
前年度予算 8,088

増減 0

老人福祉センター 老人福祉センター指定管理委託料【43,340】

R3予算 43,340 ・老人福祉センター「戸塚柏桜荘」の指定管理委託料
［戸塚柏桜荘］

　 平成２年開設　RC造 地上２階　延床 1,669㎡
前年度予算 43,340

増減 0

コミュニティハウス ①コミュニティハウス運営管理委託料・指定管理委託料【62,543】

【運営管理委託料】
   1 深谷小学校 平成２年開設　施設面積　189㎡
   2 東汲沢小学校    平成４年開設　施設面積　210㎡
   3 平戸台小学校    平成４年開設　施設面積　192㎡
   4 名瀬中学校 平成５年開設　施設面積　256㎡
   5 秋葉中学校 平成９年開設　施設面積　202㎡
   6 柏尾小学校 平成11年開設　施設面積　194㎡
   7 下郷小学校 平成13年開設　施設面積　328㎡
 【指定管理委託料】
   8 倉田コミュニティハウス  平成18年開設　延床　378㎡

R3予算 62,543

前年度予算 62,543

増減 0

区スポーツセンター スポーツセンター指定管理委託料【41,983】

R3予算 41,983 ・戸塚スポーツセンターの指定管理委託料
［戸塚スポーツセンター］

　　 昭和59年開設　SRC造　地上２階　延床 3,975㎡
前年度予算 41,983

増減 0

▲ 6

区庁舎・区民利用施
設修繕費

①区庁舎等修繕費【1,350】

・区庁舎、土木事務所、東戸塚駅行政サービスコーナー及び公用車の
修繕に関する経費R3予算 7,307

子供の遊び場・町の
はらっぱ

子供の遊び場・町のはらっぱ管理委託料等【1,356】

R3予算 1,356

前年度予算 1,362

増減

・子供の遊び場、町のはらっぱ及び広場の各管理運営委員会への管理
委託料や砂場整備などの経費

 ［子供の遊び場］ 区内12か所　概ね100㎡以上
 　　小学校低学年対象　ブランコ・シーソー等設置
 ［町のはらっぱ］ 区内２か所　概ね1,000㎡以上
 　　子どもから大人まで自由に利用できる広場
 ［シルバー健康広場］ 区内２か所　概ね900㎡以上
 　　ゲートボール場等

前年度予算 7,350 ②区民利用施設修繕費【5,957】
増減 ▲ 43 ・公会堂、地区センター、老人福祉センター及び広場遊び場等の修繕

に関する経費
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資料４

１　戸塚区一般会計予算の規模

２　戸塚区一般会計事業別予算額

事業費別予算額の構成比等 （単位：億円）

　区執行予算合計

　区配付予算

子育て支援

障害者・高齢者等支援

身近なまちづくり

生活保護

区行政運営

　職員人件費

　個性ある区づくり推進費

自主企画事業等　※温暖化対策プラス事業などを含む

統合事務事業費

区庁舎・区民利用施設管理費

7.2 133.6

1.0 18.5

0.6 8.4

（注）予算額は四捨五入をしているため、それぞれの計と一致しない場合があります。

5.6 106.8

37.9 624.8

14.5 197.5

36.7 726.1

6.3 112.9

13.7 195.5

5.0 70.8

121.2 2,061.2

76.2 1,302.7

戸塚区 全18区

51 0.4 ％

区 分

合 計 12,123 12,072

％

区 予 算 個性ある区づくり推進費 723 731 ▲ 8 ▲ 1.1 ％

3,768 17

令和3年度  戸塚区一般会計予算　

(単位：百万円）

区 分 ３年度① ２年度② 増△減
伸率

(①-②)/②

45 0.6 ％

項 目

0.5

7,570
局 予 算

区 配 付 予 算 7,615

職 員 人 件 費 3,785

区配付予算

76.2億円

(62.8%)

区づくり

7.2億円

(5.9%) 

子育て支援

13.7億円

11.3%

身近なまちづくり

14.5億円

11.9%

生活保護

36.7億円

30.2%

区行政運営

6.3億円

5.1%

職員人件費

37.9億円

31.2%

自主企画事業費
1.0億円

0.8%
障害者・高齢者等支援

5.0億円

4.1%

統合事務事業費
0.6億円

0.4%

戸塚区

一般会計予算

121.2億円

区庁舎等管理費

5.6億円
4.6%
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資料５

３年度 ２年度 増△減

1,374 1,405 ▲ 31

497 477 20

1,448 1,592 ▲ 144

河川維持管理費等
118 127 ▲ 9 市が管理する河川、水路の維持・管理など

【道路局】

公園管理費等
385 460 ▲ 75

身近な公園の維持管理や老朽化した公園施
設の改良など

【環境創造局】

【健康福祉局】

３　身近なまちづくり

道路修繕費等
945 1,004 ▲ 59 道路の修繕や交通安全施設の整備・補修など

【道路局】【建築局】

28 28 0
認知症支援事業、高齢者等住環境整備事業
など

【健康福祉局】

その他
287 266 21

地域ケアプラザの管理運営費（介護保険事業
費会計分を除く）、民生委員・児童委員の活動
費の支給など

２　障害者・高齢者等支援

障害者福祉
182 183 ▲ 1

日常生活用具の紙おむつの給付、障害者特
別乗車券、福祉タクシー券の交付、重度障害
者医療費の助成など【健康福祉局】

高齢者福祉

放課後児童健全育成
677 641 36

放課後児童クラブ、放課後キッズクラブの運営団
体に対する補助金など

【こども青少年局】

その他
372 351 21

小児医療費助成、児童手当・児童扶養手当の
支給など【こども青少年局】

【健康福祉局】

▲ 88 市立保育所の運営費など

【こども青少年局】

市立保育所運営
325 413

令和３年度 区配付予算 事業内容説明書

（単位：百万円）

事業内容 説明

 １　子育て支援

民間保育所運営

【こども青少年局】

民間保育所の運営費など0 1 ▲ 1
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３年度 ２年度 増△減

3,667 3,462 205

630 634 ▲ 4

7,616 7,570 46

（注）予算額は四捨五入をしているため、それぞれの計と一致しない場合があります。

（注）年間を通じた概ねの配付額であり、配付額が未定のため、18区均等配分したものなどを含みます。

３年度 ２年度 増△減

3,785 3,768 17

▲ 74 各種統計調査を行うための経費など

【政策局】

職員人件費 「令和２年度職員人件費予算の目安」による

統計調査費
7 81

その他

区配付予算計

（単位：百万円）

事業内容 説明

469 395 74
戸籍住民登録の事務費、各種選挙の実施、自
治会・町内会組織への助成など

【市民局等】

生活保護制度に係る経費、生活困窮者自立
支援制度に係る経費など
※戸塚区の被保護者数割合1.36％
 （全市割合1.82％）（令和３年４月末現在）【健康福祉局】

５　区行政運営

賦課徴収費
133 138 ▲ 5

市税の賦課徴収に係る経費で、償還金や還
付加算金、納税通知書の発送をするための経
費など【財政局】

広報費
20 20 0

「広報よこはま」「県のたより」「ヨコハマ議会だ
より」の配布謝金など広報事業に要する経費
など【市民局】【議会局】

（単位：百万円）

事業内容 説明

４　生活保護

生活保護
3,537 3,462 75
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戸塚区における新型コロナウイルス感染症への取組状況 

 

１ 戸塚区における感染者の発生状況 

・直近４週の 1 日平均 6.6 人 

・累計 1,552 人（５月 27 日現在） 

 
＜週間発生件数＞ 

・ピーク時（１月８日～14 日） 

 横浜市：2,483 人 戸塚区：151 人 

・直近（５月 21 日～27 日） 

横浜市： 721 人 戸塚区： 49 人 

 

 

２ 戸塚区の取組 

（１）陽性者対応（コロナ事務センター新設） 

・令和３年 3 月に戸塚区独自の取組として、福祉保健課内に「コロナ事務センター」を設置 

従前は保健師が専任していた業務を、「保健師が行う専門性の高い業

務」と「コロナ事務センターで事務職がおこなう業務」に整理し、陽性

者への迅速な対応と発生者数の急増に耐えられる持続可能な体制を構築 

・「コロナ事務センター」には、常時４人～５人の臨時職員を配置し、土

日祝を含め８～1６人体制（最大 27 人／日）で陽性患者の健康確認・

療養先調整等を実施 

 

 

 （２）ワクチン接種関係（局事業） 

・ワクチン接種関連の情報発信は、市 HP、LINE、ツイッターなどの 

デジタル媒体が中心であるが、対象者の高齢者に情報が行き届かず大きな混乱が生じている。 

・ワクチン接種に関する最新情報をチラシとして分かりやすくまとめ、区民が日常生活の中で情報を入手

できるよう、区民に身近な施設（区役所、地区センター、ケアプラザ、行政サービスコーナー、PR ボッ

クス、商業施設等）約 40 箇所に毎日配架（累計５万部） 

 

（参考）健康福祉局の取組（ワクチン予防接種） 

① 区内のワクチン接種体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 区役所３階にワクチン接種予約相談窓口を設置（４月13日～） 

 ・局からの人材派遣職員５人のほか、区職員も最大17人が応援に従事 

 ・最大1,000人超、１日平均310人の相談対応、予約支援を実施 

別紙１ 

裏⾯有 

コロナ事務センター 

局従事者に加え、区

職員１～２名/日を

応援派遣し運営 

※接種数は局情報なし 



新型コロナウイルス禍における区庁舎及び区役所業務の状況  

（●第 1 回会議（2/5）以降の新たな項目など） 

 

１ 区庁舎における新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策 

衛生管理 

①換気強化、②設備や備品等の消毒、③来庁者用消毒液の設置 

●新たに消毒作業員 1 名を配置（Ｒ３．4～）（緊急雇用創出事業） 

●ＣＯ２センサーを各フロアに設置し、空気環境・換気を見える化 

３密の 

回避 

①待合スペース間隔確保 ②執務・打合せ・会議の見直し 

③窓口・相談室等（職員用休憩室を含む）の飛沫対策 

④対面手続の削減（郵送・電子申請、口座振替払い、電話対応など） 

 

２ 区役所業務の状況 

マイ 

ナンバー 
○窓口機能を約 1.5 倍に強化し、カード交付申請・受取等の混雑を緩和 

福祉関連 

 

○生活困窮者自立支援に関する相談が急増【相談数；R２年度1,708件（前年度694件）】 

・特に住居確保給付金の相談・申請が急増 

【相談数；R２年度764件（前年度43件） 申請数；R２年度174件（前年度 ６件）】 

○生活保護の申請、保護世帯数ともに微増 

【申請数；R２年度486件（前年度471件） 

保護世帯数；令和３年度４月末2,915世帯（前年同月末2,813世帯）】 

○国民健康保険料、介護保険料の減免申請の申請受付（令和２年５月から） 

【申請数：国民健康保険880件、介護保険243件】（４月末） 

子育て 

支援 

○乳幼児健診、集団で実施する各種母子保健事業で人数制限など感染対策を実施 

○乳幼児健診の混雑回避のため、回数を増やして実施(４ヶ月児:２回/月→３回/月) 

○両親教室や母子手帳交付時の情報提供に YouTube を活用 

税関連 

○令和３年度個人市民税の申告受付（受付会場、申告方法等）での感染防止 

○令和 3 年度固定資産税の軽減措置 

・事業収入が減少した中小事業者等の事業用家屋及び償却資産の減額（全額、1/2） 

・負担調整措置等により税額が増加する土地について前年度の税額に据え置き 

○生活や収入の状況に応じた市税の猶予制度の案内・適用 

区民利用

施設 

○地区センター４施設の蛇口を自動水栓化（利用頻度の高い29 箇所）（2 月） 

●地区センターなど１３館にサーマルカメラ・自動消毒台を設置し、入館者の体温測

定・手指消毒を徹底（３月） 

災害対策 ○避難所等の感染対策を実施（間仕切り、サーキュレーター、非接触型温度計） 

デジタル 

○区役所エリア全体で公衆 Wi-Fi サービスを提供開始（3 月） 

○区役所エリア全体に整備した業務用 Wi-Fi、タブレット端末 40 台を活用し、 

Web 会議やペーパーレス会議を実施 

 ※災害時は、本部と拠点間（35拠点）で映像やデータを活用して連携 

【Ｗｅｂ会議実績： 218件（会議、講演、研修、打合せなど）（８月～４月）】 

●Wi-Fi を活用し、フロア設置のＣＯ２センサーを管理部門が常時モニタリング（再掲） 

広 聴 

広 報 

○区ウェブページ、Twitter 等でコロナ関連情報を発信 

○庁舎内に「感染症関連支援策 資料コーナー」を設置（２か所）し、本市実施事業の

他、国、県、関連機関などの支援メニューを紹介 

○コロナ関連の広聴件数が増加【780件（うちコロナ関連474件）（Ｒ２年度）】 

 



 

 

 

区民の飼育する危険動物（アミメニシキヘビ）の逸走・捕獲事件の対応状況 

 

 

１ 事件概要 

  ・５月６日（木）2１時頃、戸塚区名瀬町在住の区民が飼育するアミメニシキヘビ（全長 3.２

m 程度）の逸走事件が発生   

・発見される 22 日まで神奈川県警（戸塚署、県警機動隊）、戸塚区役所、戸塚消防署、戸塚消

防団、横浜市動物愛護センター、環境創造局が連携し捜索活動を実施 

  ・22 日（土）16 時 40 分頃、飼育者からの依頼により爬虫類専門家が飼育者居室天井裏を捜

索し、逸走動物を発見、16 時 44 分に捕獲 

 

２ 捜索等の経過 

・５月６日（木）23 時 57 分 

横浜市危険動物逸走警戒体制（事務局：横浜市動物愛護センター）を設置し、関係区局等の

連絡体制を確立  

  

・７日（金） 

神奈川県警と連携して警戒エリアに注意喚起 

【警 察】周辺の小・中学校に情報提供し保護者への連絡依頼、通学路のパトロール 

【区役所】区公式ツイッターでの発信、名瀬川遊歩道への注意喚起ポスター設置、議員団及び周辺

地区連合町内会長への情報提供 

 

・８日（土）～22 日（土） 

神奈川県警、戸塚区役所・戸塚消防署・戸塚消防団等で飼育者居住アパートや屋根裏等、 

周辺個別住宅、側溝・下水管、名瀬川周辺等を捜索（のべ 928 人体制） 

 

  ・22 日（土）16 時 44 分 

飼育者居室屋根裏で発見・捕獲 

 

  ・23 日（日）8 時 40 分 

当該動物の飼養施設への収容をもって警戒体制廃止 
 

別紙２ 

逸走したアミメニシキヘビ 
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